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青空と緑と産業のまち昭和町

A 押原小ブールで

つ盛rJl
暑さに負けず元気に泳ごう

いよいよやって来ました暑い暑い夏一一-6月下旬には、町内の各小

中学校で相次いでプール開きが行われました。

己1日に行われた押原小学校でのプール聞きでは、この日を待ちかね

た子どもたちがいっせいにプールに飛び込み、水しぶきを浴ひ、て大はし

ゃぎ。子どもたちの歓声があちらこちらで、上がっていました。

これからの長い夏休み、思いっきり遊んで体を鍛え、明るい笑顔で己

学期を迎えましょう。

回
(町の人口)

男 6，470人(十12)

女 6，166人(+17) 

計 12，636人(+29) 

世帯数 4，193戸(+15) 

1991 7月1日現在。()内は前月比
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み
ん
な
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
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コ
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リ
サ
イ
ク
ル

グ
い
か
に
ご
み
を
減
ら
す
か
d

こ
れ
が
最
近
の
ご
み
問
題
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
み
な
さ
ん
が
な
に
げ
な
く
出
し
て
い
る
ゴ
ミ
の
中
身
を
、
こ
こ
で
も
う
一
度
見
直
し
て
く

だ
さ
い
。
よ
く
見
る
と
ま
だ
十
分
使
え
る
も
の
や
、
回
収
す
れ
ば
資
源
化
で
き
る
も
の
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
み
と
し
て
播
て
る
の
で
は
な
く
、
資
源
と
し
て
有
効
に
リ
サ
イ
ク
ル
(
再
利
用
)

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ご
み
を
出
す
の
は
人
間
で
す
か
ら
、
人
間
は
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
|

|
使
え
る

も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
し
て
い
く
努
力
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ふやすなゴミ

昭曹
稲 ~

ir 
2韓
協醐

鉱

さ
耕
輔
側
M
明

専
用

者
協
雁
終

ご
み
の
中
に
は
、
資
源
と
し
て
有
効

に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
ご
み
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、

「資
源
ご
み
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
紙
類
と
金
属
類

は
再
利
用
の
道
が
大
き
い
の
が
特
徴
で

す
。リ
サ
イ
ク
ル
に
は
次
の
利
点
が
あ
り

ま
す
。

①
ゴ
ミ
の
減
量
に
役
立
つ

②
資
源
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る

例
え
ば
、
家
庭
で
出
る
新
聞
一
年
分

を
ご
み
処
理
し
た
場
合
、
約
千
六
百
円

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ

の
新
聞
紙
を
、
夏
行
わ
れ
る
押
原
中
学

校
の
有
価
物
回
収
、
冬
行
わ
れ
る
社
会

福
祉
協
議
会
の
有
価
物
回
収
、
ま
た
、

総
合
会
館
東
側
の
有
価
物
収
納
庫
に
出

町では、今後の有価物の回収方法につい

.てのご意見をいただき、今後の活動の参考 '

とさせていただくため、「資源ごみ再利用の

家」を設けました。

この「資源ごみ再利用の家」は、家庭か .

ら出る新聞紙、雑誌、段ボールなどの有価

物を町が配布する収集用のケース・ コンテ
E

ナに集めていただき、月に一回、地区公会 .

堂などに出していただく予定です。

有価物回収後は、一家当たりの排出量を

分析し、回収を組織的 ・計画的に実施する

ための資料とさせていただく予定です。

ご協力いただける家は、役場環境衛生課

己主目士土_0 __~ 

「一一一一一一一一寸
:資源ごみ再利用の家に :

ご筋力ぐださい

し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
資
源
と
し
て

再
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
有
価
物
回

収
の
収
益
金
が
、
各
団
体
の
活
動
資
金

と
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
力
で

ご
み
の
減
量
化

・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
は
、
現
在
昭
和
町
で
も
、
各
地
区

を
は
じ
め
各
種
団
体
が
積
極
的
に
こ
の

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
内
各
地
区
・
各
企
業
に
お
い
て
、

環
境
美
化
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

る
空
き
カ
ン
収
集
活
動
の
他
、
町
子
ど

も
ク
ラ
ブ
指
導
者
連
絡
協
議
会
や
婦
人

会
で
も
、
今
年
か
ら
こ
の
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
他
、
各
種
団
体
に
お
い
て
も
ご

み
の
減
量
化

・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

の
活
動
が
な
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
六
月
に
は
押
原
小
学
校
で
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の

一
環
と
し
て
、
美

化
運
動
を
か
ね
た

「校
区
内
空
き
カ
ン

② 平成3.8.I 広報しようわ

ひ
ろ
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
が
、
学
校
の
帰
り
に
、
袋
を
片
手

に
通
学
路
付
近
に
落
ち
て
い
る
空
き
カ

ン
を
拾
い
集
め
、
そ
れ
を
持
ち
寄
り
ま

し
た
。
七
月
二
日
に
は
町
長
室
を
訪
れ
、

こ
の
空
き
カ
ン
ひ
ろ
い
に
よ
る
収
益
金

を、

「福
祉
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
泉
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

A.子どもたちの代表13名が町長室を訪れました。



増やそう気づかい押
原
中
学
校
八
月
十
八
日
目

ご
家
庭
の
育
価
物
を
回
収
し
ま
す

押
原
中
学
校
で
は
、
生
徒
会
、
か
中
心
と
な
っ
て
毎
年
有
価
物
の
回
収
を
行
っ
て
い

ま
す
。
「
町
在
き
れ
い
に
」
を
目
標
に
始
め
た
こ
の
有
価
物
回
収
で
す
が
、
毎
年
町

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
大
き
な
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
お

よ
そ
七
十
万
円
の
収
益
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
お
金
は
、
生
徒
会
の
備
昂
購

入
、
学
園
祭
運
営
の
補
助
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
各
家
庭
在
生
徒
が
回
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

園

田

時

八

月

十

八

日

目

午

前

七

時

三

十

分

か

ら

(
雨
天
の
場
合
は
二
十
五
日
に
実
施
)

-
集
め
る
も
の
紙
類
|
|
新
聞
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
雑
誌
、
ぼ
ろ
布

ビ
ン
類
|

|
一
升
ビ
ン
、
ビ
ー
ル
ピ
ン
、
洋
酒
、
ビ
ン
、
ゴ
ー
ラ
、

サ
イ
ダ
ー
、
カ
ル
ピ
ス
(
茶
色
の
み
)
の
ピ
ン

※
詳
し
く
は
、
各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
回
収
ピ
ン

一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
そ

の
他
の
も
の
は
回
収
い
た
し
ま
せ
ん
。

生
徒
、か
回
収
し
て
回
り
ま
す
の
で
、
紙
類
、
ビ
ン
類
を
ま
と
め
て
家

の
前
に
午
前
八
時
ご
ろ
ま
で
に
出
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
紙
類
に
つ
い
て
は
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
ぼ
ろ

布
に
わ
け
て
ひ
も
な
ど
で
縛
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

押
原
中
学
校
(
冨
苅

1
2
0
4
0
)
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

-
回
収
方
法

-
お
問
合
せ

大
量
の
場
合
は
回
収
に

有
価
物
収
納
庫
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
総
合
会

館
駐
車
場
の
南
側
に
、
有
価
物
回
収
の

た
め
の
小
屋
を
常
時
設
置
し
、
有
価
物

の
回
収
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
年
四
月

に
は
、
新
た
に
回
収
小
屋
を
二
つ
増
設

し
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

鉄
く
ず
の
三
種
類
に
分
け
て
有
価
物
を

回
収
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ビ
ン
類
は

外
に
置
い
て
あ
る
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
小
屋
に
は
カ
ギ
が

か
か

っ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
い
つ
で
も

ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、

役
場
、
総
合
会
館
、
図
書
館
な
ど
へ
お

越
し
の
際
は
、
少
し
で
も
結
構
で
す
の

で
、
新
聞
紙
、
雑
誌
な
ど
ご
家
庭
で
不

要
に
な

っ
た
有
価
物
を
お
持
ち
く
だ
さ

』
F

新
聞
・
雑
誌
・

ダ
ン
、ボ
ー
ル
な
ど
は
縛
っ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町

内
の
商
庖
・
企
業
な
ど
で
必
要
の
な
く

な

っ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
が
大
量
に
あ
る
場

合
、
電
話
で
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
回

収
に
伺
う
予
定
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ

け
る
商
庄
・
企
業
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

冨
万

ー
6
4
6
1
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

叉
」
い
。

昨
年
は
、
こ
の
回
収
小
屋
を
通
し
て

お
よ
そ
二
十
万
円
の
収
益
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
年
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
七
月
現
在
で
昨
年
を
上
回
る

有
価
物
が
回
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
収
益
金
は
す
べ
て
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
お
い
て
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ

ま
で
い
ま
す
。

町で半額助成します「生コミ処理容器」で
自家処理を

③ 

町
で
は
、
各
家
庭
で
生
ご
み
を
簡
単
に
、

し
か
も
衛
生
的
に
自
家
処
理
で
き
る
「
生

ご
み
処
理
器
L

の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。
生
ご
み
の
大
部
分
は
水
分
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
容
器
で
は
、

生
ご
み
な
ど
を
白
燃
発
酵
さ
せ
、
水
分
を

地
中
に
浸
透
さ
せ
る
な
か
で
、
た
い
肥
と

し
て
大
地
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
せ
ま
す
。

「
生
ご
み
処
理
容
器
L

購
入
の
方
に
は
、

町
か
ら
補
助
金
が
で
ま
す
。

【補助金申請手続き】

購入前仁、役場環境衛生課へ事前に連

絡をしてください。(冨75-2111)

4 
指定取扱居より、定価で購入してくだ

さい。(領収書が必要です。)

4 
指定取扱居、または役場で補助金交付

申請手続きをしてください。

・補助金を振り込む金融機関名と)

口座番号 | 

・購入したときの領収書・印鑑 j 

4 
補助金が交付されます。(口座振込み)

砂指定取扱居

Oプラスワン昭和屈

O二ユーライフカタクラ昭和庖

O中巨摩東部農協(昭和・常永・西条)

平成3.8.I 広報しようわ



日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

昭
和
空
手
ク
ラ
ブ

第
十
三
回
山
梨
県
空
手
道
選
子
権
大

会
が
五
月
十
二
日
、
白
根
高
校
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
も
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・

昭
和
空
手
ク
ラ
ブ
が
参
加
し
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
、
す
ば
ら

し
い
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

-
小
学
校
四
年

形

の

部

....全員で力tんばった昭和空手クラブのメンバ

組
子
の
部

・
小
学
校
五
年

形

の

部

・
小
学
校
六
年

形

の

部

組
子
の
部

みんなできてね

親子の縁日
8月11日(日)

夏の夜を、親子で、楽しく週ごすふれ

あいの場として、ま芝、夏休みの良い

思い出に親子そろってお越しくだ、さ

・日

・場

・内

8月竹日(日)午後6'"'-'8時

昭和町立図書館北駐車場

花火大会・おもちゃコー

ナ- ・ざりがにとり・各

種夜j苫など楽しさがいっ

ぱいです。

・詳しくは、 町教育委員会まで

時

所

容

四
位
七
位
五
位

伊

藤

享

1

1

j

 

名
取
勇

一
郎

名
取
勇

一
郎

四
位

神
戸

七一七六
位位位位

鈴三鈴三
木神木神

開催
圏西骨@
親子料理教室

-
中
学
校
一
年

形

の

部

六
位
八
位
三
位
五
位
五
位

窪磯望窪望
田部月田月

正俊正
行行裕行裕

組
手
の
部

-
中
学
校
二
年

形

の

部

六
位
七
位
二
位
三
位

田三田三
島神島神

正正
順裕順裕

組
子
の
部

-
中
学
校
三
年

形

の

部

二三己

屯

五

位

石

井

智

八

位

深

沢

研

一

四

位

石

井

知

日

五

位

福

島

吉

辰

0

0

0

 

今
回
健
闘
し
た
選
手
の
中
か
ら
、
八

名
が
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
個

人
戦
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
小
学
生
低
学
年
、

高
学
年
、

中
学
生
団
体
チ

l
ム
も
団
体
戦
に
出
場

し
ま
す
。
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

組
子
の
部

女子 女子
剛 晴 剛 晴

夏休みの一目、親子で、ふれあいなが

ら料理を楽しんでみませんか。

・日 時 巴月26日伺)

午後1時30分から

・場 所 昭和町総合会館調理室

・講 師栄養士 ・栄養改善推進員

・お申込み 役場健康福祉課まで

・締切り自 己月 15日(ボ

※定員は25組ですので、お早めにお

申込みください。

安協昭和支部ゴミOの目

南
甲
府
交
通
安
全
協
会
昭
和
支
部

(
井
上
武
支
部
長
)
で
は
、
六
月
四
日

早
朝
約
二
時
間
、
役
員
二
十
九
名
に
よ

り
、
町
内
の
危
険
個
所
や
カ

l
ブ
ミ
ラ

ー

-
道
路
標
識
な
ど
の
交
通
安
全
施
設

の
整
備
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
普
段
利
用
し
て
い
る
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
も
、
役
員
の
み
な
さ
ん
の
子

で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
き
れ
い
に
み
が
か

れ
ま
し
た
。

役
員
さ
ん
は
ご
」
れ
で
少
し
で
も
事

故
が
減
っ
て
く
れ
れ
ば
L

と
話
し
な
が

ら
整
備
点
検
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ

ー
や
歩
行
者
の
み
な
さ
ん

も
、
き
れ
い
に
な
っ
た
標
識
や
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
を
よ
く
見
て
、
交
通
事
故
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

④ 平成3.8.1

企 この輝きが町の突通を守ります。

広報しようわ

グ
ゴ
ミ

0
の
H
d
推
進
事
業
の
一
環
と

し
て
、
五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
か

け
て
、

各
地
区
及
び
釜
無
・
国
母
両
工

業
団
地
を
中
心
と
し
た
町
内
各
企
業

で
、
空
き
カ
ン
な
ど
の
ゴ
ミ
収
集
作
業

を
中
心
と
し
た
環
境
美
化
活
動
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
で
は
、
早
朝
か
ら
区
民
総
参

在
加
で
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
片
手
に
道
路
や
河

骨

川

に

落

ち

て

い

る

空
き
カ
ン
な
ど
を
一

割
つ
ひ
と
つ
拾
い
歩
き
ま
し
た
。

制

こ

の

結

果

、

空

き

カ

ン

お

よ

そ

九

万

北

'
五
千
個
の
ほ
か
、
空
き
ビ
ン
・
ご
み
な

駅
比
ど
を
収
集
、
大
変
な
成
果
を
上
げ
ま
し

電
ま
た
。

下
い
松
行
み
な
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

企
ざ
い
ま
し
た
。



昭和町職員採用試験のお知らせ

昭和町では、町職員の採用試験を県下町村職員統一試験の

要項により次のとおり実施いたします。

1lID 76-2111 昭和町役場総務課-問い合せ先

あ

ア提在
留案書
!と錨歪

FR 

掴 - 均視s 可お昼~ ，.. 

1- 1 v 司

あなたの声を i 

I v，:.:，Ose:.r-.. I 
マ ラキ i
~~-巴J/

対話II!J政をめざして i付 動傘

-試験の方法

区 分 方法 内 t円相ヨ・

第 択一式
公務員として必要な一般的知識技能に

事務職 教養試験 1 (三O分
ついて、 I は大学卒業程度、 IIは高校

験次試
I 卒業程度で試験を行う。

II 事務適性 職員としての適性を、正確さ、迅速さ
検 査

10分
の作業能力面から検査を行う。

区 分 内 t円単ヨ・

第 論述試験80分
主として文章Lよる表現力等について試験を行

一 つO

次試験
口 述 試 験 人物I~ついて、 面接による試験を行う。

一般性格診断検査
職務及び職場への適応性在性格特性面力、ら検査
を行う。

※町内在住者を優先的に採用します。

税務署の

窓口ガ変わりました

町
で
は
、
心
の
通
う
豊
か
な
町
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
町
民
総
参
加
の
対
話
町

政
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を

お
気
軽
に
お
寄
せ
い
た
だ
く
た
め
に
、

こ
の
四
月
か
ら

「提
案
箱
L

を
設
置
し

ま品

I
U
h
~

。

み
な
さ
ん
が
日
頃
、
日
常
の
生
活
の

中
で
気
づ
い
た
こ
と
や
、

町
政
に
対
す

る
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
所
定

の
用
紙
に
記
入
の
う
え
お
気
軽
に
ご
投

函
く
だ
さ
い
。

J
 

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
、
ご
提
一

案
に
つ
い
て
は
、
関
係
各
課
で
慎
重
に

一

取
り
扱
い
、
ご
返
事
を
差
し
あ
げ
る
予
一

定
で
す
。

一

提
案
箱
は
、
役
場
北
側
ロ
ビ

l
、
中
一

央
公
民
館
、
総
合
会
館
、

リ
ゾ
ー
ト
昭
一

和

に

設

置

し

て

あ

り

ま

す

。

一

「
こ
う
し
て
欲
し
い
」「
こ
ん
な
こ
と
一

で
困
っ
て
い
る
」「
こ
う
し
た
ほ
、
つ
が
い
一

い
の
で
は
」
な
ど
、
町
政
に
対
す
る
み
一

な
さ
ん
の
声
と
し
て
、
ご
意
見
や
ご
提
-

案
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
一L
 

e 

七
月
か
ら
税
務
署
の
窓
口
が
変
わ
り

ま
品
ー
し
れ
~
。

こ
れ
ま
で
は
、
所
得
税
は
所
得
税
部

門
、
法
人
税
は
法
人
税
・
源
泉
所
得
税

部
門
、
消
費
税
は
関
税
部
門
で
担
当
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
こ
れ
が
、
所
得

税
や
個
人
に
係
る
消
費
税
は
個
人
課
税

部
門
、
法
人
税
や
法
人
に
係
る
消
費
税

は
法
人
課
税
部
門
で
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
は
、
例
え
ば

納
税
者
が
法
人
税
や
消
費
税
に
つ
い
て

の
別
々

の
窓
口
に
行
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
一
つ

の
窓
口
で
す
む
よ
う
に
な
り
、
子
聞
が

か
か
ら
ず
便
利
に
な
り
ま
す
。

-
廃
止
部
門
所
得
税
部
門
、
資
産
税

部
門
、
法
人
・
源
泉
所
得

税
部
門
、
間
接
税
部
門

・
新
設
部
門
個
人
課
税
部
門
、
法
人

課
税
部
門
、
酒
類
指
導
官

老人家庭奉仕員

ホーム
ヘルパーを
募集します。

職種 申込み先 受付期間 第1次試験日 受験資格

事務職 I

昭和町役場 ア月26日 巴月25日 昭38年4月2日から

事務職 ~ 山梨大学
昭45年4月1日生
事務職II

総務課 B月9日 教育学部 昭38年4月己日から
昭49年4月1日生

6
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

一
区

交
通
事
故
相
談
一

一
日
本
損
害
保
険
協
会
の
サ
ー
ビ
ス
機
一

一
関
で
あ
り
ま
す
、

甲
府
自
動
車
保
険
請
一

一
求
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
強
制
保
険
・
一

一
任
意
保
険
の
請
求
手
続
き
の
他
、
損
害
一

一
賠
償
額
の
算
定
、
事
故
解
決
、
示
談
な
一

一
ど
事
故
に
関
わ
る
諸
般
に
つ
い
て
無
料
一

一

相

談

を

受

付

け

て

い

ま

す

。

一

一
昨
年
は
、
昭
和
町
か
ら
二
十
七
件
の
一

一
相
談
、
か
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一

一
・
相
談
日
月
曜
日
j
金
曜
日
の
午
前
一

一

九

時

半

j
午
後
四
時
四
十
分
一

一
・
場
所
甲
府
市
丸
の
内
三
丁
目
一

一

住

友

生

命

山
梨
ピ
ル
三
階

一

一
・
専
門
の
相
談
員
、
か
、
親
身
に
な
っ
て
一

一
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
電
話
の
一

一
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
(
箇

mー
8
一

戸

h
リね
l
l
l
i
-
-
L

昭和町では、在宅福祉充実のため、次の

とおり老人家庭奉仕員〈ホームヘル/¥-) 

を募集します。

・採用人員 ?名

・応募資格寝だきり老人の介護や世話の

できる万で、普通自動車運転

免許証をお持ちの方

履歴書持参のうえ町役場総務

課まであ申込みくだ、さい。

・lis¥募締切り 8月9日まで

平成3.8.1広報しようわ

-応募方法

⑤ 



Jど分百泊方のお図な い待 * * 
Jを乗五二 も 旅年るさこバ つ お *~ * 
J 見し 十 日数行寄たんのスて年 * ~ *
J学 て 人で 多 がりめのバ 」 た寄 1ノt=.* 
Jし、の 三 くなのに日スが 六 り 1 正-* 
Jま パみ 重 いにみ ぷ 々旅発月の *^ * 
Jし! な県まよな切:の行 車 二み Iノ、 I
Jたルき鳥しりさ空活はし十な xhてx
J 。島ん羽たもん f丁動、ま日さ *t仁 X
J夜・が方 。楽のわ音おし 」ん xf二仁 x
Jは伊パ面今 し 中れ欲年た老が 1ミ1
J 、勢スへ年みに大の寄 。人、 1守 I
Jお神六 O はと i司王 向 り 生待 IR、X
J風 宮 台約 、い 上の きち Iムミ I
J呂なに 二 一うこてをみ がに 1刀主 1

* .. -'" * i 「 i 「 占 川 、I
J盛晶幽L 側轟晶遥酒屋盆品ー 長盛に 1‘マ l
~ .量調園歯菌圃 ド リ と;hj 
翻闘騒翻歯菌置園開 みマ丁り 1 人 I
J璽瞳醤謹離種璽翠寵璽盟露頭櫨 宋わな 1てプ11
p 腫園理鵬機常務理貯郡伊繍 しれが X 、J、~* 
iFず 官議鵠甑討題 くたら 12JX語懇旅 * ~臥 1
詮齢?今辿a議盤嬰E臨器議譲鑓譲園 T噛暫 ら親の * ~聡詩 1

恥 RRR7:コr'tw- --~酔ケ
Jお 雪事7二iソ-戸玄譲鐘繋襲欝E一 までれ 1 こ~ *

i 閉山一 ZJ 官 、 hlそzj早j
。泉り、 * - * i 企伊勢神宮へみんなで参拝 町 * * 

い洗丸う 明 しり寝 { 
ま濯 山状状 たのた丸 1
すなさ況態 。世き 山 i
どんので 二 話りさ 1
、はな緊ヵをにん も
ひ、か急、月、なは 1
と食で入に男 つ 、1
り 事 、院 一 子た現 も
で、現を回一奥在 1
介入在繰くつきま 1
護浴七りらでんで も
を 、十 返いみの十 t
続排六す意て身 五 1
け便歳と識きの年 1
て、のい不ま回間 d

*会長表彰を受賞*
中巨摩郡社会福祉協議会

長彰拭

えム'ι
.M1.u会)"1'''""市・・‘'
'f;'ll!.l"tl，'，‘ "i'J， 
ー民S、lf..".

介

15年間

男手で寝たきりの

妻を介護

1 0年間

地域福祉活動(こ

尽力

康弘さん丸山磯部富雄さん

(築地新居)

企夜の懇親会では88才以上の参加者に記念晶が贈られました。

(紙漉阿原)

磯
部
さ
ん
は
、
民
生
委
員

・
児
童
委

員
に
就
任
以
来
、

十
年
有
余
の
歳
月
を

地
域
福
祉
の
第

一
線
で
活
躍
さ
れ
、
独

居
老
人
、
寝
た
き
り
老
人
、
身
障
者
、

母
子
、
父
子
家
庭
な
ど
の
援
助
や
相
談

に
親
身
の
活
動
を
続
け
、
地
域
住
民
の

厚
い
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、
赤

い
羽
根
共
同
募
金
の
奉
仕
員
と
し
て
も

永
年
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ごぞんじですか

当手童i

‘
 

m
y
c。ぃ

~・

。

q
問

。
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
万

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
合
む
十

八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上
養
育
し

て
い
る
方
で
、

収
入
が

二
疋
の
額
未
満

の
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
自

分
の
お
子
さ
ん
で
な
く
て
も
、
そ
の
児

童
を
看
護
し
、

二
疋
の
生
計
関
係
が
あ

れ
ば
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
0

0
児
童
手
当
の
額

二
番
目
の
児
童

月
額
二
千
五
百
円

三
番
目
以
降
の
児
童

月
額
五
千
円

。
支
給
月

二

・
六
・
十
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
ま

で
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す。

。
児
童
手
当
の
請
求
は

児
童
手
当
の
受
給
資
格
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
方
で
、
ま
だ
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
な
い
方
は
、
役
場
町
民
窓
口
課

で
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

公
務
員
の
方
は
勤
め
先
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

。
お
問
合
せ

役
場
町
民
窓
口
課
(
富 {平成3年度所得制限限度額表]

扶養親族
など及び 児童手当所得限度額 特例給付所得限度額
児童の数

。人 1 4 7 . 6 万円 3 6 3 . 0万円

1 7 7 . 6 3 9 3. 0 

2 207 . 6 4 2 3 . 0 

2 3 7 . 6 4 5 3 . 0 
4 2 6 7 . 6 4 B 3. 0 

5 2 9 7 . 6 5 1 3 . 0 
6 3 2 7 . 6 5 4 3 . 0 
7 3 5 7 . 6 573 . 0 
日 3 B 7 . 6 6 0 3 . 0 

⑥ 平成3.8.I 広報しようわ

万
ー
2
1
1
1
)
ま
で

・
こ
の
表
の
所
得
は
、
平
成
二
年
分
の

所
得
で
す
。

-
年
金
未
加
入
者
及
ぴ
、
国
民
年
金
加

入
者
は
児
童
手
当
所
得
限
度
額
を
、

厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
は
特
例
給

付
所
得
限
度
額
で
見
て
く
だ
さ
い
0

・
申
告
所
得
か
ら
八
万
円
を
控
除
し
て

所
得
額
と
し
て
く
だ
さ
い
。

-
扶
養
人
数
は
、
申
告
上
の
人
数
に
よ

り
ま
す
。

-
給
与
所
得
者
は
、
給
与
控
除
後
の
所

得
額
に
よ
り
ま
す
。

女
特
例
給
付
と
は

特
例
給
付
は
、

児
童
手
当
の
役
割
を

補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
児
童
手
当
を

受
け
ら
れ
な
い
被
用
者
(
厚
生
年
金
加

入
者
)
ま
た
は
、
公
務
員
の
う
ち
収
入
が

一
定
の
額
未
満
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。



夏

と

飲

み

物

i
町
保
健
婦
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

i

み
な
さ
ん
、
こ
の
暑
い
夏
を
ど
の
よ

う
に
お
過
ご
し
で
す
か
。
毎
日
、

三
十

度
を
超
え
る
暑
さ
で
、
少
し
体
を
動
か

し
た
だ
け
で
も
汗
が
ジ
ト
!
と
出
て
き

ま
す
ね
。

汗
は
、
筋
肉
運
動
の
た
め
に
、
体
熱

の
生
産
が
増
加
す
る
時
に
出
ま
す
。
汗

が
蒸
発
す
る
時
に
は
、
大
量
の
気
化
熱

を
奪
い
、
体
温
の
上
昇
を
防
ぎ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
汗
は
体
に
と

っ
て
大
切

な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

汗
の
量
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、

夏
の
暑
い
時
に
、
座
り
仕
事
で

一
日

一

か
ら
二

4
、
歩
行
時
に
は
、

1
時
間
に

約
O
、
五
4
も
汗
が
出
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
大
量
に
体
外
に
水
分
が
出
て
し

ま
う
と
、
体
が
水
分
を
求
め
て
く
る
の

で
、
の
ど
が
渇
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
、

普
段
、
ど
ん
な
飲
料

水
を
よ
く
飲
み
ま
す
か
。
最
近
で
は
カ

ロ
リ
ー
低
め
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

で
、
水
分
や
電
解
質
を
補
給
し
よ
う
と

い
う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

カ

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
特
徴
は
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
リ
ン
、
塩
素

な
ど
の
電
解
質
を
含
む
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
が
な
る
べ
く
速
く
吸
収
さ
れ
る

よ
う
、
浸
透
圧
が
体
液
と
同
じ
(
等
張
)

か
、
や
や
低
め
(
低
張
)
に
調
整
し
て

あ
る
こ
と
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

を
「
ア
イ
ソ
ト
ニ

ッ
ク
飲
料
」
と
い
う

の
は
、
「
等
張
」
と
い
う
意
味
か
ら
き
て

い
る
そ
う
で
す
。

糖
質
は
、
他
の
飲
料
に
比
べ
る
と
約

半
分
く
ら
い
と
少
な
く
、
ビ
タ
ミ
ン

C

な
ど
を
加
え
た
も
の
も
あ
り
、
ク
エ
ン

酸
な
ど
で
酸
味
や
風
味
を

つ
け
て
い
ま

す
。ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
、
激
し
い
運

動
を
し
た
と
き
に
飲
む
と
効
果
的
な
飲

物
で
す
の
で
、

普
段
多
量
に
飲
む
こ
と

は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
汗
を
か
い
て
不

足
し
た
水
分
や
電
解
質
を
補
う
程
度
に

し
ま
し
ょ
う
。
昔
か
ら
の
麦
茶
、
番
茶

も
電
解
質
と
水
分
を
補
う
、
良
い
方
法

の
一
つ
で
す
。

最
後
に
、
飲
む
時
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

過
剰
と
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
飲
み
す
ぎ
は
、
肥
満
や
健
康

に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
ま
た
、
食
事

に
も
影
響
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す

お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
よ
く
体
を
動
か

し
、
汗
を
か
き
、
十
分
に
栄
養
・
休
養

を
と
り
、
夏
パ
テ
し
な
い
体
を
つ
く
り

た
い
で
す
ね
。

〈
平
柳
保
健
婦
〉

重
の
小
麦
色
の
肌

は
健
康
的
で
す
し
、

魅
力
的
な
も
の
で

す
。
し
か
し
、
海
水

浴
な
ど
で
の
肌
の
焼

き
週
ぎ
は
、
紫
外
線

の
影
響
で
シ
ミ
を
残

す
原
因
と
な
り
ま

す
。
で
き
る
だ
け
里

<
、
手

入
れ
し

品百ント
ま
し
ょ
う
。

肌
ガ
赤
く
な
り
¥
ヒ
リ

ヒ
リ
す
る
よ
う
な
ら
こ
れ

は
焼
き
過
ぎ
。
応
急
手
当

の
最
善
策
は
¥
冷
だ
い
タ

オ
ル
を
顔
に
の
せ
る
な
ど

の
冷
湿
布
や
シ
ャ
ワ
ー
を

浴
び
る
な
ど
¥
と
に
か
く

冷
や
し
て
火
照
り
を
鎮
め

る
こ
と
で
す
。

肌
、
ガ
力
サ
つ
く
と
き

は
¥
水
と
油
を
だ
っ
ぷ
り

補
給
し
ま
し
ょ
う
。
水
分

の
補
給
に
は
、
木
綿
の
タ

オ
ル
に
消
火
火
化
粧
水
か
¥

冷
や
し
疋
豆
乳
(
塩
分
を

ム
コ
ロ
ま
な
い
)
を
浸
し
¥
だ

だ
く
よ
う
に
し
て
肌
に
当
て
る
の
が
よ

い
で
し
ょ
う
。
油
の
補
給
に
は
¥
ベ
ビ

用
オ
イ
ル
を
日
焼
け
し
だ
箇
所
に
¥

ま
ん
べ
ん
な
く
塗
る
の
が
効
果
的
で

す。
浜
辺
な
ど
で
の
日
焼
け
に
は
、
キ
ュ

ウ
リ
一
本
を
お
ろ
し
金
で
す
り
お
ろ
し

て
ガ
ー
ゼ
に
包
み
、
顔
や
首
す
じ
な
ど

あ .............- 同でミこつの だ日
る じすンれム塩キ芝焼

堅 スイカやキュウリも効果的 き手努E2236t ・ ・ "T~. ...、.... にに、会く中リも疋

つ ~すを日ま舎利な刻箇
て活れ夕食菜だ欠内外 るけジ疋終リ一一 焼れますど果所
き発¥ミベやめか側側巳ーしを皮わのあ夏三るみけてれるの的を
まに体¥/る果にせかか焼ったすでつ伸るを のレしいて働ウで¥

そち袋三E望REB是tZ聖吉原E事手袋 示白前量足意石弓完
¥陳刀でだ新ん手けだ法手もマにす力す い ;4に富すあに
は代補すつ鮮 o入で肌で入、 Iソ ¥Oもる で I~ 効な O るは ん
り謝給 O ぷなそれなはすれ日サ残食¥果 しし果ビま力¥
のがさビり野のもく ¥Oす焼|つベウ物 ょて的タ代リ肌 < 

町
立
図
書
館
か
ら

合
月
の

お
す
す
め
作
昂

{
一
般
図
書
】

o
幹
家
田
荘
子

P
H
P研
究
所

o
山
ヘ
帰
っ
た
猫

吉
岡
田
宏

P
H
P研
究
所

o
月
影
の
市

筒
井
と
も
み
新
潮
社

。
チ
ベ
ッ
ト
で
深
呼
吸

平
野
和
子
凱
風
社

。
告
別赤
川
次
郎

角
川
書
后

{
児
童
図
書
}

o
ね
む
い
の
ね
む
い
の
と
ん
で
い

け

/梅
田
俊
作
岩
崎
書
居

o
ぼ
く
の
き
ょ
う
り
ゅ
う

し
ら
と
り
あ
き
こ
講
談
社

o
花
の
館
に

三
輪
裕
子
講
談
社

。
母
の
な
い
キ
ッ
チ
ン
で

福
田
八
重
子
国
土
社

。
ゃ
い
手
を
あ
げ
ろ
/

R
・
ク
ロ
ム
八
ウ
ト

あ
か
ね
書
房

平成3.8.I 広報しようわ⑦ 



女性サッカー愛好会
山紫サッカーチーム

A

フ
月
は
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
l
ム
と

し
て
、
昭
和
問
で
た
だ
一
チ
i
ム
活
動

し
て
い
る
、
山
紫
サ
ッ
カ
ー
チ
l
ム
の

み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
昭
和
町
に
女
子
の
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す

か
。
チ
ー
ム
の
名
前
は

「
山
紫
サ
ッ
カ

ー
チ

l
ム
」
と
い
い
ま
す
。

山
紫
サ

ッ
カ
ー
チ

l
ム
は
、
今
か
ら

九
年
前
、
当
時
、
町
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ

E
E
-
-ツ
少
年
団
に
入
団
し
て
い
た
子
ど
も

叫」
ι圃
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
子
ど
も
た
ち
を

dIz--
応
援
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た

、，th圃
ち
も
プ
レ
ー
し
て
み
た
い
と
思
い
、

サ
ッ
カ

/
む
圃

l
愛
好
会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

向

。

.

現

在

部

員

は

約

二
十
名
で
す
が
、
毎

ール
.
週
水
曜
日
の
夜
、
西
条
小
学
校
の
グ
ラ

，
阿
国
ウ
ン
ド
で
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
藤
本

・
島
亙
監
督
、

一
瀬
先
生
、
竹
中
先
生
の
指
導

司

4
E
Z
の
も
と
楽
し
く
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

ー

，
Q
ま
た
、
各
種
公
式
戦
へ
参
加
し
た
り
、

-
年
に
数
回
は
練
習
試
合
を
行
っ
て
い
ま

回

す

。
昨
年
四
月
に
行
わ
れ
た
甲
府
中
央

...ポールを思いっきり蹴ることは、日頃の運動不足と

ストレスの解消に役立っています。

ラ
イ
オ
ン
ズ
杯
・
は
つ
ら
つ
マ
マ
さ
ん

サ
ッ
カ
ー
大
会
で
は
、
見
事
準
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
巨
摩
郡
マ
マ

さ
ん
サ

ッ
カ
ー
リ
ー
グ
戦
大
会
で
は
、

二
年
連
続
で
優
勝
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
納
涼
会
や
忘
年
会
、
ま
た

日
帰
り
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
レ
ク
レ

ー

シ
ョ
ン
も
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す。

「
今

で
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
の
友
達
が

た
く
さ
ん
で
き
て
、
と
て
も
喜
ん
で
い

ま
す
。
」
と
み
な
さ
ん
で
話
し
て
い
ま
す。

「
サ

ッ
カ
ー
と
聞
く
と
、
ハ

ー
ド
だ
か

ら
私
に
は
と
て
も
無
理
だ
と
思
っ
て
い

る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
ん
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
で
も
多
く

の
方
に
入
部
し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な

で
楽
し
く
練
習
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
」
と
部
員
の
み
な
さ
ん
は
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
山
紫
サ

ッ
カ
ー
チ

ー
ム
に
入
っ
て
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
サ
ッ

カ
ー
を
楽
し
ん
で
み
た
い
と
お
考
え
の
方

は
、
代
表
者
の
丸
山
さ
ん
(
冨
万
1
4
2

4
5
)
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

@ 伝いーっω料理
-材料 (4人分)

わかさぎ300g 塩小さじ1/5

油力イワレ大根プチトマト

[ソース]たまねぎ%ケ トマト小 1ケパセリ少々塩小さじ%
レモン汁大さじ l 酢大さじ 1 サラダ油大さじ 2Yz

揚げ小麦粉こしょう少々

-作り方

①わかさぎは、塩、こしょうしてしばらくおいておきます。

② トマトは、湯むきして皮と種在のぞいてあすき粒大に切り、た

まねさ、パセリはみじん切りにして他の材料と合わせソース在

つくるo

③わかさきに小麦粉をまぶし180'Cの油で揚げ②のソース半量に

つけ冷す。

④力イワレ、プチトマトを添えて盛りつけ、②の半量のソースを

かける。

か
ら
揚
げ

ラ
ピ
コ
ッ
ト
ソ
l
ス

栄養改善推進員

細田かす江さん(上河東二区)

|ちょっと一言 i 
季節の小魚、でカルシウムをとりま

しょう 。ソースは他の揚げ物にか

けても夏むきでサッパリとおいし

いです。

-
一
こ
う
ほ
う
俳
句

余
花
に
逢
ふ
不
老
長
寿
の
外
湯
め
ぐ
り

国
境
こ
え
て
集
落
栗
の
花

蛇
の
殻
絡
む
さ
っ
き
に
近
よ
れ
ず

葱
の
花
戸
か
け
過
ぎ
る
車
椅
子

畦
に
待
つ
犬
素
直
な
り
夜
水
引
く

映
す
灯
が

一
つ
づ
っ
消
え
代

田
冷
ゆ

駅
の
名
石
仏
ほ
て
い
て
ふ
風
薫
る

山
の
道
泉
が
あ
れ
ば
柄
杓
置
き

万
緑
や
身
妊
り
し
身
の
服
合
せ

枇
杷
熟
る
ミ
手
擦
れ
光
り
の
松
葉
杖

禁
じ
ら
る
嬰
を
連
れ
見
舞
う
梅
雨
病
舎

瓜
切
っ
て
底
豆
治
療
梅
雨
ご
も
り

深
緑
や
五
十
鈴
川
の
水
際
に
手
を
清
め

清
ら
主
る
五
十
鈴
の

川
面
鯉
涼
し

藻
の
花
や
磯
笛
細
く
と
ら
え
け
り

万
緑
に
溶
け
る
か
に
伊
勢
路
青
く
染
み

紫
陽
花
の
梅
雨
色
鮮
や
か
見
て
を
り
ぬ

ど
の
道
も
虫
龍
下
け
て
日
が
暮
る
、

万
緑
や
絵
島
菩
苔
寺
昼
灯
す

確
と
書
く
祈
願
地
燭
梅
雨
暗
し

あ
じ
さ
い
の
色
に
溶
き
た
る
除
草
剤

梅
雨
の
荷
の
京
草
子
踏
竹
ひ
ざ
に
解
く

薬
呑
む
時
を
忘
れ
て
蓬
摘
む

更
け
易
き
一
家
団
築
青
葉
風

タ
涼
し
手
を
解
さ
す
ぐ
に
駆
け
る
子
ど

喜
々
と
腕
ひ
ろ
げ
て
見
せ
に
浴
衣
着
て

ホ
ベ
コ
を
買
う
て
薄
暑
の
会
津
発
つ

タ
茜
歌
碑
「
荒
城
の
月
」
に
映
ゆ

雨
宮

井
上
ま
さ
江

イ手
藤

磯
部

小
沢
百
合
子

長

田
そ
の
子

河
田

輿
石
さ
だ
代

塩
田

高
野

内
藤
ふ
く
次

中
沢

松
岡

薬
袋

--
⑧ 平成3.8.I 
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ん

)

く

五

時

初

介

覗

叶

知

之

出

価

仰
竃
】
在

弓

木

仁

活は々…
ω

佐
川
町
・

んやち
豆

町

古

好

み
註
穴

探

川

・4
・・

但

白
1
・

自
制
収

m
t
+一人

み美

a
心
J

山川町

ω

秋

.

.
 

こうき

松野光樹くん
• H2. 8. 2生(上河東二区)
・(父)久光・(回)恵

名前の由来ーお父さんが、自分に{寸けて欲し

いと思つだ竜と言う字を、どうしても子ども

に巾けだく、竜之介と命名。これガ¥うちの

力ゴ入り恵子です。ヨロシク/

r..'L.~'.~ 

一
@
西
条
二
区

マ
井
口
大
貴
(
昭

二

一
⑨
清
水
新
居

マ
笹
木
有
希
(
信
彦
)

一
マ
天
野
潤
(
琢
)
マ
五
味
愛
佳
菜

一

(新
二
)
マ
小
田
切
瑞
青
二
正
明
)
⑨

一
西
条
新
田

マ
深
沢
匠
一
(
昌
充
)

一
@
飯
喰

マ
堀
内
郁
弥
(
憲
治
)
⑨

一
河
西

マ
石
原
幸
実
(
保
)
マ

二
宮

一
紗
希
(
俊
樹
)
⑨
上
河
東

マ
保
坂

一
智
樹
(
和
広
)

心身に障害必もつお子さんのための

巡回教育相談のお知らせ

お子さんの育児に関する問題および就学など教育上の問

題で悩んでいらっしゃる方のために 下記により巡回教育

相談を行います。

お子さんとごいっしょにお気軽においでくださるよう、

ご案内いたします。

・主 催山梨県教育委員会・特殊教育センタ-

・対 象心身の発達に遅れや障害をもっお子さんと、

その保護者を対象とします。

お子さんの障害の状態の改善や克服のための

養育 ・指導方法について、個別に具体的な相

談を行います。

相談内容に応じて、各障害ごとに豊かな知識

と経験をもっ専門家が相談にあたります。

・日時及び場所

砂g月18日側
八田村中央公民館(富田一 18 8 3) 

砂g月30自信)
田富町立総合会館(箇73-4 7 5 5) 
午前10時~午後A時までの間

・問い合せ先特殊教育センター(園田-4606)
昭和町教育委員会(箇75-2 1 1 1) 

相談希望日の十日前までに、町の教育委員会

か特殊教育センターへ申込んでください。

相談時間は 1~2時間程度です。

相談の費用は一切かかりません。

秘密は厳守いたします。

-相談方法

-相談員

5
bウ
之
介
ケ

-e

合

お

誕

生

合

(
)
内
は
保
護
者

平
成
三
年
六
月
一
日
j
六
月
三
十
日

ま
で
の
届
出
(
叡
都
路
)

• ー、申ιー
結

婚

.

⑨
西
条
二
区

マ
佐
々
木
秀
幸
・

岩

花
美
代
子

マ
木
盛
健
雄
・
功
万
真

澄

⑨

清
水
新
居

マ
雨
宮
徹
志
・

藤
原
佳
美
⑩
河
西

マ
佐

野

喬

・
早
川
高
代

マ
小
池
修
・
若
月

麻
由
美

-申込方法

-その他

平成3.8.I 広報しようわ⑨ 



(到しj~ l色

九
月
(
午
後
八
時
j
)

十
・
十
七
・
二
十
四
日
閃

士
二
・
二
十
・
二
十
七
日
閤

・
会
場
昭
和
町
民
体
育
館

-
対
象
一
般
成
人
男
女

・
定
員
三
十
人
(
先
着
順
)

・
参
加
料
千
円

-
申
込
み
八
月
十
二
日
間
j
三
十
一

日
出
ま
で
に
教
育
委
員
会
へ

お
申
込
く
だ
さ
い
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
0

・
詳
し
く
は
、
昭
和
町
教
育
委
員
会

(
箇
花

2
41
4
1
7
)
ま
で

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
技
術
指
導
か
ら
ゲ

ー
ム
ま
で
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
ま
す
。

・

日

時

参
加
者
募
集

-
E
E

・E
・-

初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

山
梨
県
交
通
安
全
協
会
で
は
¥
写
真

を
通
じ
て
受
通
安
全
に
対
す
る
関
山
と

理
解
を
高
め
る
だ
め
、
交
通
安
全
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

-
題
材
一
般
的
に
受
通
の
場
面
、

受
通
事
故
現
場
を
撮
影
し
だ
も
の

・
締
切
り
八
月
三
十
一
日
ま
で

-

発

表

九

月

下

旬

・
入
賞
作
自
に
は
、
賞
状
・
賞
金
、
ガ
贈

ら
れ
ま
す
。

-
送
り
先
甲
府
市
丸
の
内
了
九
ー
=

山
梨
県
交
通
安
全
協
会

・
詳
し
く
は
、
山
梨
県
交
通
安
全
協
会

(箇

U
1
7
8
2
7
)ま
で

写
真
ン
テ
ス
ト

給
水
区
域
内
の
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検

針
業
務
ま
た
は
未
納
金
の
集
金
業
務
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

-
募
集
人
員
若
干
名

-
応
募
資
格

お
歳
1
刊
歳
ま
で
の
女

性
で
、

原
付
免
許
を
持
っ
て
い

る

方
。

-
応
募
方
法
履
歴
書
(
上
半
身
写
真

貼
付
)
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
0

・
募
集
期
間
八
月
一
日
1
三
十
一
日

ま
で

・
問
合
せ
・
応
募
先
甲
府
市
水
道
局

料
金
課

号
制
甲
府
市
下
石
田
二
丁
目
二
三
ー
一

冨
m
l
3
3
1
1
(
内
線
m
・
山
)

水
道
の
検
針
及
び
集
金

委
託
者
を
募
集
し
ま
す

陶
芸
教
室
を

開
講
し
ま
す

土
を
練
り
、
あ
な
た
の
ゆ
め
を
造
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
今
年
度
か
ら
、
陶
芸

教
室
を
開
講
し
ま
す
。

・

日

時

八

月

一
干
日
ω
/
二
十

一
日
附

九
月
二
十
一
日
出
/
十
月
五
日

出
午
後
七
時
か
ら
九
時
三
十
分

圃
場
所
昭
和
町
中
央
公
民
館

-

対

象

成

人

一

般

・
定

員

三
十
名

-
費
用
五
百
円
(
材
料
費
な
ど
)

・
申
込
み
八
月
七
日
附
1
十
七
日
出
ま
で

に
昭
和
町
教
育
委
員
会
へ
お
申
込
く

だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。
(箇万
l
2
1
1
1
)

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

白
子
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を

聞
け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
児
童
扶
養
手
当
ガ
支

給
さ
れ
ま
す
。

V
受
給
資
格
者
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
は
¥
次
の
条
件
仁
あ
て

は
ま
る
十
八
歳
未
満
の
児
童
(
一
定

の
障
害
を
育
す
る
場
合
は
二
十
歳
未

満
)
を
監
護
し
て
い
る
白
や
田
に
か

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
で
す
。

①
父
田
、
ガ
婚
姻
を
解
消
し
だ
児
童

②
父
、
ガ
死
て
し
た
児
童
③
父
、
ガ
一

定
の
障
害
に
あ
る
児
童
④
父
の
生

死
、
ガ
明
ら
か
で
な
い
児
童
⑤
父
か

ら
引
き
続
き

一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る
児
童
⑥
父
ガ
法
令
に
よ
り
引

き
続
き

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

児

童

⑦

田
、ガ
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で

懐
胎
し
¥
。
〈
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な

い
児
童
③
父
・
田
と
も
に
不
明
で

あ
る
児
童

※
た
だ
し
、
昭
和
六
十
年
八
月
一
日
以

降
に
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
、

五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
正
当
な

理
由
、
が
あ
る
と
き
を
除
き
、
請
求
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

V
お
問
合
せ
・
お
申
込
み
役
場
健
康

福
祉
課
(
箇
万
|
2
4
1
4
1
7
)
ま
で
。

ω身
障
害
児
親
の
会

寸
ひ
ば
り
」
、
が
結
成

さ
れ
ま
し
た

六
月
十
三
日
、
昭
和
町
心
身
障
害
児

親
の
会
「
ひ
ば
り
」
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
入
会
ご
希
望
の
方
、
ま
た
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
説
明
を
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
、
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
役

場
健
康
福
祉
課
(
冨
万
ー
2
1
1
1
)
ま

た
は
、
山
田
(
箇
万

6
5
1
0
)
ま
で
。

EZTT21 
「気をつけて」

朝の一言忘れずに

==6月分

件数|負傷|死者|

物損34件| 人| 人

剖牛I(~:6) I (Jo) 
( )内は、前月比
(西条駐在所調べ)

第
四
回
山
梨
県

心
身
障
害
者
福
祉
展

開
催
の
お
知
ら
せ

V
期

間

八

月

二
十
二
日
附
j
二
十

七
日
M
W

V
場

所

西
武
デ
パ
ー
ト
七
階
催
し

物
会
場

V
震
示
ロ
凹
給
画
・
彫
刻
・
写
重
一
・
手

芸
・
陶
芸

・
最
新
福
祉
機

器
な
ど

山
梨
県

山
梨
県
身
体
障
害
者
団
体

連
絡
協
議
会

V
主

催

巡回相談のお知らせ

Q)3t通事故出張相談

交通事故のあと処理に関する

相談に応じます。

砂日時 8月18日間)

砂場所昭和町中央公民館

砂詳しくは、県民相談センター

(箇32-3715)まで

県
警
で
は
八
月
中
の

一
ヶ
月
聞
を

「
身
元
確
認
強
調
月
間
」
と
し
、
期
間

中
「
行
方
不
明
の
人
を
さ
が
す
相
談
所
」

を
開
設
し
、
家
出
人
の
行
方
に
つ
い
て

全
力
を
あ
げ
て
調
査
し
ま
す
。

O
家
出
後
連
絡
が
な
く
、
事
故
な
ど
に

遭
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

O

家
出
の
と
き
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
で
あ
っ

た。
o
病
気
な
ど
を
苦
に
し
て
家
出
し
た
。

な
ど
の
理
由
で
ご
心
配
の
ご
家
族
、

ご
友
人
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

相
談
所
在
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

全
国
で
発
見
さ
れ
た
身
元
の
判
ら
な

い
ご
遺
体
は
、
お
よ
そ
一
万
八
千
体
あ

り

「顔
写
真
」
「
着
衣
」

「身
体
特
徴
」

の
資
料
、か
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
出
人
届
出
か
さ
れ
て
い
な
く
て
も

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

県
警
一
一
本
部
鑑
識
課
(
富
田

1
2
1
2
1
)

南
甲
府
警
察
署
(
冨
羽

1
0
1
1
0
)

行
方
不
明
者
の

相
談
に
応
じ
ま
す

広報しようわ 平成3.8.I ⑬ 



保健衛生だより

手し 児 健 康 圭ロ合ジ 査 飼えなくなつだ犬猫の収集臼

日時 8月2日後)・ 30日陰)
実施日 受付時間及び地区 該当児 場所

午前10時50分-----10時55分
午後1時00分-1時30分 平成2年7月 車窓 場所 総合会館前

(押原地区)
出生児 ※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、

8月2日 午後1時30分-2時00分 」仁Eコh 
猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか

(金) (常永地区) izh =z り封をしてください。

午後2時00分-2時30分 平成2年10月

(西条地区)
出 生 ~日l.J 館

不 燃 物 の 特 55U 日叉 集

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所 町ではつぎのとおり不燃物の特別収集を行います。詳しい

午後1時00分-1時30分 平成3年 1月
内容については、先日配布しました回覧文をご覧ください。

市念 砂全地区……8月5日(月) 午前6時~午前8時(押原地区) 出生児
8月9日 午後2時00分-2時30分 d仁E1h ※通常、不燃物・粗大ゴミの収集時に出せない物(ガスボン

(金) (常永地区) 」ZE3NZ 
べ・タイヤ・灰など)

午後3時00分-3時30分 平成3年 4月 ※お出しになる物には必ず指定の荷札をつけてくださしユ。

(西条地区)
出 生 ノI日い 自官

雪なは巳 さい。 収集場 覧い疋 各は、 集行を 崎ま8で町
護婦特 盆

西条地区 西条一区西条二区清水新居西条新田 別 お
押原地区 押越河東中島紙漉阿原

だま所にまし区いで Jはス

常永地区 築地新居飯喰河西上河東上河東二区 H ZのRま守円 日 収く
持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具 ・パスタオノレ

くだ l 美11は出さ で、 委員 祉物 供の 集 り
つ!之供の

※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので

づぷk。{川の疋めじ でない ゴ般の 通をてレ4妄場所の2周収物の特」 ) 蚕ーご承知ください。 的 物

だくミ回 午前
融実?事 の

由子手帳受付及び一般健康相談日

日時 8月5日(月)・ 17日仕)・ 30日陰) 午前9時-----11時30分

場所 総合会館 昭和問総合健診結果報告会
※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は、必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、 先般実施いたしました総合健診の結果報告会を開催いた

栄養指導などを行い、健康についての相談にお答えしています します。検査結果の見方、個人指導(事後指導入助言などが

のでお気軽にお出かけください。 ありますので、受診者の方は必ず出席してください。

せっかく受けた健診も受けたまま放っておいてはなんの

歳 6か月見健康診査 意味もありません。

報告会に参加して、家族ぐるみで健康管理に努めましょ
実施日 8月6日(火) フ。
受付時間午後 1時-----1時30分

ぢャ4 場 所総合会館

該当児平成元年12月1日~平成2年1月31日までの出生 実施日 対象地区 受付時間 ，ヱ4色玉、4モEEヨ5 

児、及び前回未受診児。

持ち物母子手帳・ 1歳6か月児健診質問票 押 越 午前日時30分~巴時

B月 19日目)

手し 児 整 耳ラ 外 科 模 きロ会~ 西条二区 午後 1 時 ~ l 時30分

実施日 8月28日(水) 西条一区
午前日時30分~巴時

受付時間午後 1時-----1時30分
日月20日('x)

清水新居

場 所総合会館

該当児平成3年4月1日-----5月31日までの出生児。 西条新田 午後 1 時 ~l 時30分 4口L 

持 ち物母子手帳

河東中島 午前日時30分 ~8時 dz2z h 

5 歳 児 健 康 歪ロ合ジ 査 B月21日制
紙漉阿原

実施日 8月29日(木) 築地新居
午後 1 時 ~l 時30分 館

受付時間午後 1時-----1時30分 上河東

場 所総合会館 上河東二区
午前日時30分~巴時

該当児昭和61年5月1日~昭和61年 7月31日までの出生 B月22日側

児、及び前回未受診児。
j可 西

午後 1 時 ~l 時30分
持ち物母子手帳・ 5歳児健診質問票 飯 喰

※尿検査がありますのでご承知おきくだ、さい。

⑪ 広報しようわ 平成3.8.1



AUGUST 
完
期8月のとよみ平成3年 (1991年)

土 8aturday

3仏j戚
金 Fridsy

2富
木 Thursday

f奇
水 Wednesday

夏の交通事故防止県民運動

7月21日(目)--8月31目(t)実施中

火 Tuesday月 Monday日 Sunday

リハビリ教室

(総合会館)

クラブ対抗野球大会|乳児健康診査

開幕 I (総合会館)
(----9月10日 釜無 |飼えなくなった犬
工業グラウン ド) I猫収集日

(総合会館前午前

10時50分----55分)

一ー運動のスローガンーー
ふれあいと ゆとりでつなごう

無事故の輸

交通安全は家庭と 職場と地域から・

4委 10書
道の日

9仏
滅

長崎原爆記念日

8重
立秋

7友ヨ|
鼻の日

仙台七夕

6露
広島原爆記念日

5百

役場開庁乳児健康診査
(総合会館)

町職員採用試験申
し込み締切り

寝たきり老人入浴サ

ービス
(総合会館午後l時，，-，)

食品衛生週間
(----ll日)

不燃物の特別収集 I1歳 6ヶ月児健康診|心配ごと相談
(11 P参照)!査(総合会館!(総合会館午後l時，，-，)

結婚相談(総合会館1-. .-~-行政相談

千後 1----3時)I I(中央公民館午後l時"")図書館休館日
母子手帳交付ー及び
一般健康相談日
(総合会館)

町子どもクラブ球

技大会
(押原小グラウンド

他)
総合会館温泉定休日

17奇16露15百
終戦記念日

14委13議12室11奇

母子手帳交付及び

一般健康相談日

(総合会館)
リハビリ教室

(総合会館)
子どもアニメ映画

会(図書館)

盆おくりの供物の
特別収集
(llP参照)

心配ごと相談
(総合会館午後l時，，-，)

主F
(1イ/

図書館休館日親子の縁日
(6 P参照)

24~ 
処暑旧ぽん

23奇22露21百20委句集18~ 

役場開庁

31 ~ 

陶芸教室開講 |心配ごと相談 |寝たきり老人入浴サ

(中央公民館)I(総合会館午後l時，，-，)Iービス
行政相談 I (総合会館午後l時，，-，)
(中央公民館午後l時"") I 

健診結果 |報告会 (11pl錦、)
河東中島 ・紙漉阿原|上河東 ・上河東二区

築地新居 |河西 ・飯臆

28露 129奇

バイクの日

図書館休館日押原中有価物回収

(3 P参照)
総合会館温泉定休日

総合
西条一区 ・清水新居

西条新田

27百

.... 

30重
防災週間
(----9月5日)

押越 ・西条二区

26委25議

戸選¥ぷ
5歳児健康診査 |図書館休館日
(総合会館)I母子手帳交付及び

一般健康相談日
(総合会館)

飼えなくなった犬猫収

集日 (総合会館前

午前10時50分"-'55分)

心配ごと相談
(総合会館午後l時，，-，)

乳児整形外科検診
(総合会館)

図書館休館日
子どもクラブ社会見学

親子料理教室

(総合会館午後1
時30分----)

~\山

鴻ト(
ー.

*この時期の台所などから出る生ゴミは水切

りを十分におこなってから出してください。

*スプレー缶などは爆発する恐れがあります

ので、ゴミとして出す場合は必ず缶に穴を

あけて中の気体を抜いてから出してください。

*今月は、盆おく りの供物の特別収集、有害物

質の特別収集を実施します(11P参照)

*ゴミ は町指定の無公害ポリ袋か荷札できめ

られた日に、きめられた場所へ出しましょう。

押河紙築飯河上上
東漉地 河

河東
中阿新 一
越島原居喰西東区

毎還問・木擢日

1日・ 5日.8日・12日・15日
l g日・ 22日・ 26日・ 29日

第q水曜日匂第3水曜日

酉西清西

条条水条

一二新新

区区居回

毎週火 ・金曜日

2日・6日・9日・ 13日・ 16日
20日・ 23日・ 27日・ 30日

第2水曜日第4水曜日

地

区

21日ア日28日14日

燃
え
る
物

⑫ 平成3.8.1広報しようわ

28日


